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１ はじめに 

令和 4 年度からの新教育課程では，数学Ⅰ，数

学Ⅱ，数学Ⅲにおいて課題学習が設定されるよう

になる。 

学習指導要領解説では，数学的活動を一層重視

し，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認

識できるようにするとともに，数学的に考える資

質・能力を高めるよう，課題学習を位置付けてい

るとあり，具体例とともに詳しく解説されている。 

数学Ⅲにおける課題学習を，どのように行うこ

とができるかについての研究を行った。数学Ⅲに

おいては，極限，微分法，積分法について課題学

習の具体例がそれぞれ示されている。今回はその

中で極限におけるニュートン法について，どのよ

うに課題学習を行うかを研究した。 

 

２ 学習指導要領解説から 

(1) 課題学習について 

課題学習とは，極限，微分法，積分法の内

容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活

と関連付けたり発展させたりするなどした課

題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学

のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的

に考える資質・能力を高めるようにするため

の学習である。取り上げる課題については，

学習する内容を総合したり，日常の事象や他

教科等での学習事項に関連付けたりするなど

して見いだされるものや，生徒の疑問を基に

したものなどを設定する。 

 

(2) 課題学習として示されている例 

〈極限〉 

数列の極限を事象の考察に活用できるよう

にする。例えば，√2 が漸化式  𝑎𝑛+1 =
𝑎𝑛

2
+

1

𝑎𝑛
，  

𝑎1 = 2 で定義される数列  {𝑎𝑛} の極限である

ことを用いて，√2 の近似値を求めることを取

り扱う。この応用として，ニュートン法によ

る方程式の解の近似計算について文献により

調査してみる。関数 𝑓(𝑥) に関するニュートン

法とは，適切な初項  𝑎1  を選び，漸化式 

𝑎𝑛+1 = 𝑎𝑛 −
𝑓(𝑥)

𝑓′(𝑥)
  によって定義される数列の極

限を考えることにより，方程式 𝑓(𝑥) = 0 の解

の 1 つを近似的に求める方法である。 

𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2 とすれば前述の漸化式を得る。

コンピュータなどの機器を用いて，実際に方

程式の解の近似計算をするプログラムを制作

することも考えられる。また，発展的には，3 

次以上の方程式の解の近似値を求めたり，初

項の選び方によって収束値が変わるかどうか

の考察を行ったりすることが考えられる。 

 

３ 課題学習の実施方法について 

学習指導要領解説には，課題学習の実施におい

て，「適切な時期や場面を考慮し，指導計画に適

切に位置付ける。各内容の学習の早い時期に位置

付けることも考えられる。」とある。その単元の

授業を実施する前か後か，生徒の習熟度などを踏

まえて，いくつかの実施方法を考えた。 

(1)  レポート（調べ学習）として実施する 

これは数学Ⅱにおける微分法と数学Ｂにお

ける漸化式について既習であるなら，レポー

トとして実施させることが可能であると思わ

れる。多くの生徒はインターネット等を活用

してレポートを作成すると予想される。その

ため，ただ単にインターネットのページを丸

写ししたようなレポートにならないよう，指

示を工夫するが必要であると考えた。また，

生徒の習熟度も考慮して，指示しなければな

らないとも考えた。 

例 1 は極限の単元を行う前に実施するレポー

トとして，例２は極限の単元を終了した後に

実施するレポートとして考えた。 

 

例１ ニュートン法について調べ，√2 の値に

ついて考えよう。 

１ ニュートン法の考え方を調べよう。 

２ 関数𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2 を用いて，√2 の

近似値を求めるための数列 {𝑎𝑛} の漸化

式をつくろう。 

３ 初項 𝑎1 = 2 として第 2 項から第 5 項

まで求めてみよう。 

４ 初項を自分で設定し（2 以外で），第

2 項から第 5 項まで求めて，気付いたこ

とをかこう。 

 



 

 

例 1 では導入として課題学習を行っているた

め，誘導を丁寧に行っている。そのため，多

くの生徒が何を考えて答えればよいか分かり

やすくなっていると思われる。実際に第 5項ま

で求めることで，数列が特定の値に収束して

いくイメージを持ちやすいのではないかと考

える。また，初項を様々な値に設定しても，

急速に √2 に近づいていくことが分かり，ニ

ュートン法のすばらしさに気付くことができ

るのではないかと考えた。 

しかし，設問を細かく設定しているため，

生徒の「主体的・対話的で深い学び」として

数学的活動を充実させていることができてい

るかという疑問が残る。 

 

例２ ニュートン法について調べ，次の問い

を考えよう。 

問 数列  {𝑎𝑛} について次のように定める。

𝑓(𝑥) = 𝑥2 − 2 とし，関数 y = 𝑓(𝑥) 上の

点 (𝑎𝑛 , 𝑓(𝑎𝑛)) における接線が 𝑥 軸と交

わる点を (𝑎𝑛+1, 0) とする。𝑎1 = 2 とす

るとき，次の問いに答えよ。 

(1) 𝑎𝑛+1 を 𝑎𝑛 を用いて表せ。 

(2) すべての自然数 𝑛 において， 

𝑎𝑛 − √2 > 0 であることを，数学的帰納

法を用いて証明せよ。 

(3) lim
𝑛→∞

𝑎𝑛 = √2 であることを証明せよ。 

 

 

例２では，極限の単元が終了した後に行う

レポートであるため，入試問題等を意識した

レポートとなっている。(2)では数学的帰納法

を，(3)でははさみうちの原理を用いて証明を

行うなど，少し難しい内容を含んでいる。習

熟度のあまり高くない生徒に対しては，もう

少し誘導等を行う必要があると考える。逆に，

習熟度の高い生徒には，学習指導要領解説の

例にあるような，３次以上の方程式の解の近

似値を求めることを考えさせる設問があって

もよいと思われる。 

また，これらは長期休業中などに生徒が自

由に課題学習のテーマを選んでレポートを提

出させる方法で実施する場合でも，テーマの

１つとして使うこともできると考える。 

 

(2) 授業で実施する 

授業で実施する場合は，極限の単元の授業

前に行うか授業後に行うかで，課題学習の内

容が異なると考えた。導入として実施する場



合では，生徒が無限数列の収束についてのイ

メージができるようにするために行う。その

内容としては，レポートの例 1をベースに行う

ことができると考える。生徒の反応等を見な

がら実施できるため，必要に応じて内容を変

更することも可能である。また，タブレット

端末を活用することで，その場で，ニュート

ン法について調べさせたり，近似値計算を電

卓機能や表計算ソフトを利用して行ったり，

学習指導要領解説の例にあったように実際に

方程式の解の近似計算をするプログラムを制

作させたりすることもできる。 

極限の単元の授業後に行う場合は，導入時

で扱うことを考えた，タブレット端末を用い

ての活動や，レポートの例２のような問題に

取り組ませることもできる。こちらも，生徒

の反応を見ながら行うことができるので，状

況に応じてヒントやさらに発展的な内容の追

加なども行うことができる。 

また，課題学習を授業で行う場合でも，レ

ポートを併用して行うことで，効率的な授業

が実施できると思われる。 

 

４ まとめと考察 

数学Ⅲにおける極限について課題学習を行う方

法を考えた。今年度は数学Ⅲの授業を担当して

いなかったため，実践報告とはならなかった。

数学Ⅲを履修する生徒は数学に対する興味・関

心が高いと思われるので，意欲的に取り組むこ

とができるのではないかと予想される。 

来年度入学生から新教育課程が実施される。数

学Ⅰから課題学習が行われるため，どのように

実施するか，分かりやすく伝えるためにはどう

すればよいかなど，実際に課題学習を行いなが

ら研究を継続していく必要がある。数学Ⅱ，数

学Ⅲについても，順次検討していかなければな

らないと思われる。 
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